
協議事項(２) 地域間幹線系統確保維持計画の事業評価について 

 

１．協議事項 

 地域間幹線系統とは、複数の市町に跨る広域的・幹線的なバス路線のことで、事業

者単独の維持が困難な路線では、輸送量や運行回数などの条件を満たすことで国や県

の補助を受け運行している場合もあります。 

国の補助を受け運行されている路線については、より効果的・効率的に事業を実施

することを目的に、運行事業者は自己評価を実施し、公共交通会議においてその評価

内容を確認するとともに、沼津市としての今後の取り組み方針や改善点等について協

議・検討を行い、その結果を国へ報告することになっています。 

 

２．対象路線 

№ 路線名 運行事業者 関係市町 

1 原線 富士急シティバス 沼津市・富士市 

2 がんセンター線 富士急シティバス 沼津市・⾧泉町 

3 沼津大岡三島線 伊豆箱根バス 沼津市・⾧泉町・三島市 

4 ⾧岡伊豆三津シーパラダイス線 伊豆箱根バス 沼津市・伊豆の国市 

5 沼津静浦⾧岡線 伊豆箱根バス 沼津市・伊豆の国市 

6 戸田線 東海バス 沼津市・伊豆市 

7 柿田線 東海バス 沼津市・清水町・三島市 

 

３．評価対象期間 

令和６年 10 月１日～令和７年９月 30 日（令和７年度運行分） 

 

４．資料 

・地域間幹線系統 路線図 

・令和７年度 地域間幹線系統に関する事業評価（静岡県資料） 

・地域間幹線系統 事業評価シート（７系統分） 

・【別冊データ】地域間幹線系統分析シート 

・市町取組方針報告書 

ー18ー

資料２



東田子の浦駅

三島駅

戸田

伊豆長岡駅

修善寺駅

沼津駅

長泉なめり 駅

伊豆三津シーパラダイス

がんセンター

片浜駅

原駅

大岡駅

虹
の
里
入
口

だ
る
ま
山
高
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

順
天
堂
病
院
前

マーレ沼津工場前
№３

№６

№２

№１

№４

№５

№７

地域間幹線系統路線図

ー19ー



0

1

1

ー20ー



2

2

3

3

ー21ー



4

4

5

5

ー22ー



6

6

7

7

ー23ー



8

8

9

R2.2

R4.1

9

R5.9

R7.11

R8.4

148.5
11

ー24ー



10

90.0 

95.0 

100.0 

105.0 

110.0 

115.0 

120.0 

125.0 

H30.1 H30.6 H30.11 R1.4 R1.9 R2.2 R2.7 R2.12 R3.5 R3.10 R4.3 R4.8 R5.1 R5.6 R5.11 R6.4 R6.9 R7.2 R7.7

10

11

11

EV

HP

ー25ー



12

12

ー26ー



令和７年度地域間幹線系統の事業評価結果（概要）

１ 事業評価の目的

事業評価は、静岡県地域公共交通活性化協議会バス専門部会が定めた静岡県地域公共交

通計画に位置づけられた補助対象系統（地域間幹線系統）について、事業の実施状況の確

認や目標の達成状況等の評価を行い、市町が開催する地域公共交通会議等における評価内

容に対する議論・検討の活性化や広く県民に内容を公表することによる理解の促進など、

補助対象事業が効果的、効率的に実施されることを目的として実施している。

２ 評価項目

【各項目に評価点を設定し、合計点に応じて以下のとおり評価】

３ 事業評価結果の概要

全体評価：Ｂ（参考：R6:Ｂ）

・評価対象系統全 59 系統中、Ａ評価：23 系統、Ｂ評価：30 系統、Ｃ評価：２系統、Ｄ評価：４系統

・平均点数が 80.9 点であることから、全体評価を『Ｂ』とした。

・各系統の評価結果は別添「令和７年度地域間幹線系統総合評価一覧表」のとおり。

評価の観点 評価項目 説明

補助基準
運行回数 実績運行回数が補助要件を満たしているかを評価

輸送量 実績輸送量が補助要件を満たしているかを評価

実施状況
収支率 実績値を評価(収支率 50％以上満点)

乗車人員 計画値に対する実績値を評価(+５％以上満点)

幹線性・広域性
ネットワーク構成 他の系統と乗換可能なアクセス拠点数及びバス停数を評価（10 点満点）

広域トリップ状況 バス利用者の市町を跨ぐ移動割合を評価(50％以上満点)

評 価 内 容

Ａ（86 点以上） 地域間幹線系統として優れた役割を果たしている

Ｂ（66～85 点） 地域間幹線系統として適した運行となっている

Ｃ（51～65 点） 地域間幹線系統として改善に努力を要する

Ｄ（ 0～50 点） 地域間幹線系統として見直しの検討を要する
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地域間幹線系統項目別評価一覧表（輸送量）
（参考）

山梨交通 1 富士宮駅・イオン・星山台・蒲原病院線 20.6 19.5 19.5 R8.1～退出

2 秋葉線（袋井駅前～遠州森町～気多） 19.8 14.5 19.2 
3 秋葉中遠線（袋井駅前～袋井市民病院～遠州森町） 56.7 58.5 59.5 
4 秋葉中遠線（大東支所～横須賀車庫前～袋井駅南口） 22.1 24.6 24.6 
5 秋葉中遠線（横須賀車庫前～新岡崎～袋井駅南口） 54.8 53.7 63.4 
6 浜北医大三方原聖隷 25.0 20.4 21.7 
7 磐田市立病院福田線（磐田市立病院～磐田駅～豊浜郵便局） 27.2 24.9 24.9 
8 中ノ町磐田線（浜松駅～中ノ町～磐田営業所） 85.5 80.0 81.4 
9 秋葉線（春野車庫～西鹿島駅～厚生会） 21.7 25.0 19.1 
10 磐田天竜線（山東～新開～磐田駅） 28.4 25.9 24.9 
11 磐田天竜線(ららぽーと経由） 61.4 59.6 55.3 
12 掛塚さなる台線（浜松駅～掛塚～豊浜郵便局） 19.6 20.5 22.1 
13 内野台線（内野台車庫） 46.2 42.3 40.0 
14 内野台線（サンストリート浜北） 49.0 36.1 46.2 
15 磐田市立病院福田線（磐田駅南口～豊浜郵便局） 21.7 19.4 17.6 
16 引佐線 71.2 66.5 66.5 
17 萩丘都田線 29.5 28.5 27.5 
18 大塚ひとみヶ丘線 85.5 93.8 83.4 
19 気賀三ケ日線 61.0 65.3 63.6 
20 奥山線 92.1 107.3 104.3 
21 掛塚さなる台線（浜松駅～芳川～掛塚） 137.7 130.3 137.7 
22 三保草薙線 40.4 39.9 41.6 
23 五十海大住線 26.7 25.2 29.9 
24 焼津岡部線 54.0 50.1 57.2 
25 藤枝吉永線 45.3 57.2 44.9 
26 島田静波線（島田駅前～静波海岸入口） 23.1 25.6 19.2 
27 島田静波線（島田市立総合医療センター～島田駅前～静波海岸入口） 26.6 23.8 20.4 
28 藤枝相良線 55.4 59.6 49.9 
29 菊川浜岡線 38.0 46.5 45.0 
30 掛川大東浜岡線（掛川駅前～浜岡営業所） 24.6 42.9 37.7 
31 掛川大東浜岡線（中東遠総合医療センター～浜岡営業所） 37.2 33.5 32.3 
32 掛川大東浜岡線（掛川駅前～大東支所） 31.9 6.7 11.3 R7.10～「30掛川大東浜岡線」と統合

33 御殿場線 30.0 24.5 18.5 
34 駿河小山線 31.8 34.4 27.2 
35 十里木線 25.4 30.0 24.3 
36 河口湖線 21.6 23.4 28.8 
37 河口湖線 74.0 79.2 81.0 
38 新富士線 17.7 25.5 27.9 
39 曽比奈線 16.1 15.1 15.6 
40 大渕線 16.7 15.5 15.5 
41 大月線（吉原中央駅～富士宮駅） 85.1 79.2 81.1 
42 大月線（新富士駅～静岡県富士山世界遺産センター） 17.4 15.3 15.6 
43 駿河平線 45.9 30.5 22.6 
44 須山線（三島駅～須山） 34.8 31.0 26.4 
45 原線 31.9 31.5 24.3 
46 桜堤線 54.9 58.8 53.5 
47 がんセンター線（沼津駅～がんセンター） 26.4 24.2 21.8 
48 がんセンター線（三島駅～がんセンター） 58.5 37.3 39.2 
49 沼津大岡三島線 126.5 118.2 137.8 
50 長岡伊豆三津シーパラダイス線 76.1 68.5 69.2 
51 沼津静浦長岡線 149.4 135.0 135.7 
52 石廊崎線 48.0 46.5 60.0 
53 天城峠線 39.0 40.0 48.0 
54 戸田線 26.6 37.8 25.5 
55 西海岸線 54.4 58.9 59.8 
56 バサラ峠線（下田駅～堂ヶ島） 44.0 48.8 48.8 
57 バサラ峠線（下田駅～宇久須） 27.9 23.6 19.3 
58 下賀茂線 ー 22.7 20.5 
59 柿田線 ー 72.0 80.4 

46.0 45.0 44.7 計（平均値）

事業者名 系統名 Ｒ５実績 Ｒ６実績 Ｒ７実績 備考

秋葉バスサービス

富士急モビリティ

富士急バス

富士急静岡バス

富士急シティバス

伊豆箱根バス

遠州鉄道

しずてつジャストライン

東海バス
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入
し

、
利
用
し

や
す
い

バ
ス
環

境
を
整

備
し
た

。

費
用

削
減

策

１
）

燃
料
、

オ
イ
ル

そ
の
他

修
繕
部

品
等
、

車
両

購
入
の

購
入
に

加
え
金

額
が
多

い
備
品

等
に
つ

い
て
も

、
富
士

急
グ
ル

ー
プ
全

体
で
の

一
括

仕
入
れ

実
施
や

比
較
購

入
の
徹

底
を
図

り
コ
ス

ト
削
減
を

実
施
し

た
。

２
）

ア
イ
ド

リ
ン
グ

ス
ト
ッ

プ
強
化

月
間
の

実
施

や
点
呼

等
に
よ

る
周
知

徹
底
、

街
頭
監

査
に
よ

る
注
意
喚

起
に
よ

り
、
燃

費
向
上

を
実
現

し
軽

油
使
用

料
の
削

減
を
図

っ
た
。

３
）

車
両
の

更
新
に

よ
り
、

燃
費
効

率
向
上

と
修

繕
費
の

削
減
を

図
っ
た

。
４
）

効
率
的

な
仕
業

再
編
に

よ
る
乗

務
員
人

件
費

の
抑
制

を
図
っ

た
。

主
な

運
行

目
的

Ｊ
Ｒ

東
海

道
線

と
並

行
し

て
お

り
通

勤
、

通
院

及
び

買
い

物
に

お
け

る
駅

間
の

地
域

の
公

共
交

通
を
補

完
し

て
い

る
。

桃
里

地
区

、
一

本
松

地
区

に
居

住
す

る
小

学
生

の
沿

線
に

位
置

す
る

原
小

学
校

へ
の

通
学

利
用

、
又
、

沿
線

に
位

置
す

る
保

健
セ

ン
タ

ー
へ

の
訪

問
客

や
聖

隷
沼

津
病

院
へ

の
通

院
、

お
見

舞
い

客
等

の
利

用
が

存
す
る

。
沼
津

市
南

西
部

に
お

け
る

Ｊ
Ｒ

や
他

の
公

共
交

通
機

関
に

接
続

す
る

通
勤

、
通

学
、

買
い

物
を

中
心
と

す
る

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

目
的

と
し

て
い

る
。

令
和

4
年

度
か

ら
は

沼
津

市
利

便
増

進
計

画
に

お
け
る

、
幹

線
路

線
と

し
て

の
位

置
づ

け
と

な
り

、
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

「
ら

ら
ぽ

ー
と

沼
津

～
原

団
地

～
原

駅
」

線
と

連
携

し
て

、
接

続
輸

送
を

行
っ

て
い

る
。

項
目

内
容

（
拠

点
）

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

に
存

在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

項
目

内
容

ー31ー



１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/日

回
/
日

人
/日

人
/
日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

（
静

岡
県

様
式

１
）

地
域

間
幹

線
系

統
　

事
業

評
価
シ

ー
ト

事
業

者
名

系
統

名
起

点
主

な
経

由
地

終
点

富
士

急
シ
テ
ィ

バ
ス

株
式
会
社

が
ん
セ

ン
タ
ー

線
沼

津
駅

マ
ー

レ
沼
津
工

場
前

が
ん

セ
ン

タ
ー

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

8
.
5

沼
津

市
長

泉
町

項
目

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
実

績
評

価
点

数
（
参

考
）

前
年

度
実

績

補
助

基
準

（
4
0
）

国
庫

補
助

基
準

を
満

た
し

た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0
）

運
行

回
数

３
回

/
日

以
上

を
確

保
し

た
か

3
.
9

1
0

4
.
4

輸
送

量
（

3
0
）

実
績

輸
送

量
1
5
人

/
日

以
上

を
達

成
し

た
か

2
1
.
8

3
0

2
4
.
2

実
施

状
況

（
4
0
）

効
果

的
に

実
施

さ
れ

た
か

－
－

－

収
支

率
（

2
0
）

収
入

を
確

保
で

き
て

い
る

か
7
3
.
7

2
0

8
1
.
9

実
績

3
9,
5
0
0

3
7
,
2
9
3

計
画

3
7,
2
9
3

4
1
,
4
5
2

幹
線

性
・

広
域

性
（

2
0
）

幹
線

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
か

－
－

－

拠
点

1
1

乗
継

バ
ス

停
4

4

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0
）

市
町

（
Ｈ

1
3
.
3
.
3
1
現

在
の

市
町

）
跨

ぎ
の

移
動

は
さ

れ
て

い
る

か
2
0
.
0

5
2
3
.
9

補
助

基
準

4
0

評
価

指
標

Ａ
：

幹
線

と
し
て

優
れ

た
役

割
を

果
た

し
て

い
る

実
施

状
況

4
0

Ｂ
：

幹
線

と
し
て

適
し

た
運

行
と

な
っ

て
い

る

幹
線

性
・

広
域

性
1
1

Ｃ
：

改
善

に
努
力

を
要

す
る

合
計

9
1

Ｄ
：

見
直

し
の
検

討
を

要
す

る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0
）

他
の

系
統

と
乗

換
可

能
な

ア
ク

セ
ス

拠
点

（
バ

ス
停

数
）

は
あ

る
か

（
詳

細
別

記
）

6

A

乗
車

人
員

（
2
0
）

乗
車

人
員

の
実

績
は

計
画

を
上

回
っ

た
か

2
0

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

沼
津

駅
：

Ｊ
Ｒ

東
海

道
線

、
御

殿
場

線

加
藤

学
園

入
口

：
伊

豆
箱

根
バ

ス
宮

下
　

　
　
　

：
東

名
沼

津
方

面
下

長
窪

　
　
　

：
三

島
駅

方
面

が
ん

セ
ン

タ
ー

：
駿

河
平

方
面

公
共

施
設

・
拠

点
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
状

況

【
公

共
施

設
】

長
泉

北
小

学
校

、
Ｊ

Ｒ
下

土
狩

駅
、

伊
豆

箱
根

鉄
道

広
小

路
駅

、
長

泉
町

役
場

、
長
泉

健
康

公
園

(
ウ

ェ
ル

ピ
ア

長
泉

)
、
静

岡
県

立
が

ん
セ

ン
タ

ー
、

三
島

市
民

会
館

、
長

泉
町

文
化

会
館

、
長

泉
小
学

校
、

長
泉

中
学

校
【

拠
点

施
設
】

ウ
ェ

ル
デ

ィ
長

泉
（

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

）
、

ス
ル

ガ
銀

行
、

ベ
ッ

ク
マ

ン
・
コ

ー
ル

タ
ー

、
フ

ァ
ル

マ
ー

バ
レ

ー
セ

ン
タ

ー
（

大
手

事
業

所
）

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

増
収

策

１
）
行
政
と
連
携
し

た
地
域
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
地
域
の
状
況
を
把
握
す
る
だ
け
で

な
く
、
、

　
 
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
路
線

の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
促
進
を
図
っ
た
。

２
）
富
士
急
グ
ル
ー

プ
の
W
E
Bサ

イ
ト
で
の
時
刻
表
検
索
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
及
び
、

　
　
ま
た
乗
換
検
索

サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
バ
イ
ダ
へ
の
デ
ー
タ
提
供
に
よ
り
、

　
　
時
刻
表
検
索
サ

ー
ビ
ス
に
対
応
さ
せ
て
い
る
。

　
　
（
ナ
ビ
タ
イ
ム

、
駅
す
ぱ
あ
と
、
ジ
ョ
ル
ダ
ン
、
Y
a
ho
o
乗
換
案
内
、
G
o
og
l
eM
a
p）

３
）
幼
稚
園
、
小
学

校
等
に
お
け
る
「
バ
ス
乗
り
方
教
室
」
を
沿
線
市
町
に
て
実
施
し
た

。
４
）
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ

バ
ス
を
導
入
（
車
両
更
新
）
す
る
と
と
も
に
、
既
存
車
両
に
つ
い
て

も
案
内
表
示

　
　
装
置
を
更
新
し

、
使
い
や
す
い
バ
ス
環
境
を
整
備
し
た
。

５
)
リ
ア
ル
タ
イ
ム
混
雑
情
報
提

供
機
能
付
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

　
　
利
用
し
や
す
い

バ
ス
環
境
を
整
備
し
た
。

費
用

削
減

策

１
）
燃
料
、
オ
イ
ル

そ
の
他
修
繕
部
品
等
、
車
両
購
入
の
購
入
に
加
え
金
額
が
多
い
備
品

等
に
つ

　
　
い
て
も
、
富
士

急
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
一
括
仕
入
れ
実
施
や
比
較
購
入
の
徹
底
を
図

り
コ
ス
ト

　
　
削
減
を
実
施
し

た
。

２
）
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
強
化
月
間
の
実
施
や
点
呼
等
に
よ
る
周
知
徹
底
、
街
頭
監

査
に
よ
る

　
　
注
意
喚
起
に
よ

り
、
燃
費
向
上
を
実
現
し
軽
油
使
用
料
の
削
減
を
図
っ
た
。

３
）
車
両
の
更
新
に

よ
り
、
燃
費
効
率
向
上
と
修
繕
費
の
削
減
を
図
っ
た
。

４
）
効
率
的
な
仕
業

再
編
に
よ
る
乗
務
員
人
件
費
の
抑
制
を
図
っ
た
。

主
な

運
行

目
的

J
R
沼

津
駅

か
ら

静
岡

が
ん

セ
ン

タ
ー

へ
の

ア
ク

セ
ス

を
目

的
と

す
る

他
に

、
沼

津
市

内
の

学
園

通
り
や

大
岡

地
区

・
長

泉
町
内

と
の

通
勤

・
通

学
・

買
い

物
等

需
要

へ
の

対
応

を
目

的
と

す
る

。
当

路
線

に
よ
り

、
沿

線
か

ら
沼

津
駅

や
他

の
公

共
交

通
機

関
に

接
続

す
る

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
を

形
成

し
て

い
る

。
ま

た
、

長
泉
町

内
か

ら
沼

津
駅

へ
直

接
ア

ク
セ

ス
で

き
る

数
少

な
い

路
線

の
一

つ
で

も
あ

る
。

項
目

内
容

（
拠

点
）

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

に
存

在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

項
目

内
容

ー32ー



１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/日

回
/
日

人
/日

人
/
日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

（
静

岡
県

様
式

１
）

地
域

間
幹

線
系

統
　

事
業

評
価
シ

ー
ト

事
業

者
名

系
統

名
起

点
主

な
経

由
地

終
点

伊
豆
箱
根
バ
ス
株
式
会
社

沼
津
大

岡
三
島

線
沼

津
駅

市
立

高
校
前

・
上
石

田
三

島
駅

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

7
.
6

沼
津

市
三

島
市

長
泉

町

項
目

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
実

績
評

価
点

数
（
参

考
）

前
年

度
実

績

補
助

基
準

（
4
0
）

国
庫

補
助

基
準

を
満

た
し

た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0
）

運
行

回
数

３
回

/
日

以
上

を
確

保
し

た
か

2
1
.
2

1
0

2
1
.
9

輸
送

量
（

3
0
）

実
績

輸
送

量
1
5
人

/
日

以
上

を
達

成
し

た
か

13
7
.
8

3
0

1
1
8
.
2

実
施

状
況

（
4
0
）

効
果

的
に

実
施

さ
れ

た
か

－
－

－

収
支

率
（

2
0
）

収
入

を
確

保
で

き
て

い
る

か
9
5
.
1

2
0

8
4
.
8

実
績

2
4
8
,2
5
4

2
2
9
,
2
1
6

計
画

2
2
9
,2
1
6

2
3
0
,
7
5
6

乗
車

人
員

（
2
0
）

乗
車

人
員

の
実

績
は

計
画

を
上

回
っ

た
か

2
0

4
0

評
価

指
標

Ａ
：

幹
線

と
し
て

優
れ

た
役

割
を

果
た

し
て

い
る

幹
線

性
・

広
域

性
（

2
0
）

幹
線

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
か

－
－

－

拠
点

4
4

乗
継

バ
ス

停
3

3

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0
）

他
の

系
統

と
乗

換
可

能
な

ア
ク

セ
ス

拠
点

（
バ

ス
停

数
）

は
あ

る
か

（
詳

細
別

記
）

1
0

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0
）

市
町

（
Ｈ

1
3
.
3
.
3
1
現

在
の

市
町

）
跨

ぎ
の

移
動

は
さ

れ
て

い
る

か
5
9
.
2

1
0

6
2
.
1

補
助

基
準

A
実

施
状

況
4
0

Ｂ
：

幹
線

と
し
て

適
し

た
運

行
と

な
っ

て
い

る

幹
線

性
・

広
域

性
2
0

Ｃ
：

改
善

に
努
力

を
要

す
る

合
計

1
0
0

Ｄ
：

見
直

し
の
検

討
を

要
す

る

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

主
な

運
行

目
的

Ｊ
Ｒ

沼
津

駅
～

三
島

駅
間

を
結

び
、

沼
津

市
・

長
泉

町
・

三
島

市
に

跨
が

っ
て

運
行

し
て

お
り

ま
す

。
沿

線
に
は

、
高

校
・

工
場

・
病

院
等

が
点

在
し

て
お

り
、

沿
線

住
民

の
移

動
手

段
と

し
て

の
利

用
の

他
、

沼
津

駅
・

大
岡

駅
・

三
島

広
小

路
駅

・
三

島
駅

か
ら

バ
ス

に
乗

り
換

え
、

沿
線

施
設

へ
通

勤
・

通
学

・
通
院

さ
れ

る
他

地
域

か
ら

の
方

々
の

移
動

手
段

と
し

て
も

利
用

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

増
収

策

◆
企

画
乗

車
券

の
モ

バ
イ

ル
化

◆
G
T
F
S
‐

R
T
を

G
o
o
g
l
e
マ

ッ
プ

へ
反

映
◆

バ
ス
ロ

ケ
機

能
拡

張
(
マ

ッ
プ

上
で

バ
ス

の
位

置
を

表
示

)

費
用

削
減

策

◆
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
強

化
。

◆
有

償
・

無
償

に
係

わ
ら

ず
事

故
の

削
減

強
化

。
◆

ダ
イ
ヤ

数
の

縮
小

に
と

も
な

う
減

車

項
目

内
容

（
拠

点
）

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

に
存

在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

項
目

内
容

【
駅

】
Ｊ

Ｒ
沼

津
駅

・
Ｊ

Ｒ
大

岡
駅

・
三

島
広

小
路

駅
・

Ｊ
Ｒ

三
島

駅

【
バ

ス
停

留
所

】
加

藤
学

園
入

口
・

大
岡

駅
前

・
本

町

公
共

施
設

・
拠

点
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
状

況

沼
津

中
央

高
校

・
沼

津
市

立
高

校
・

加
藤

学
園

高
校

・
加

藤
学

園
初

等
学

校
・

大
岡

中
学

校
・

知
徳

高
校

・
西
島

病
院

・
池

田
病

院
・

プ
ラ

ザ
ヴ

ェ
ル

デ
・

沼
津

商
工

会
議

所
・

サ
ン

ウ
ェ

ル
沼

津
・

三
島

市
民

文
化
会

館
・

三
島

商
工

会
議

所

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

ー33ー



１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/
日

回
/
日

人
/
日

人
/
日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

伊
豆
箱

根
バ
ス

株
式
会

社
長
岡
伊
豆
三

津
シ
ー
パ
ラ
ダ

イ
ス
線

長
岡

駅
温

泉
駅

・
宗

徳
寺

前
伊

豆
三

津
シ

ー
パ

ラ
ダ
イ

ス

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

（
静

岡
県
様

式
１

）

地
域
間
幹

線
系
統
　
事
業
評
価
シ
ー
ト

事
業

者
名

系
統

名
起

点
主

な
経

由
地

終
点

7.
7

伊
豆
の

国
市

沼
津

市

項
目

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
実

績
評

価
点

数
（
参

考
）

前
年
度
実
績

補
助

基
準

（
4
0）

国
庫

補
助

基
準

を
満

た
し

た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0）

運
行

回
数

３
回

/日
以

上
を

確
保

し
た

か
1
6
.
1

1
0

1
6.

3

輸
送

量
（

3
0）

実
績

輸
送

量
15

人
/日

以
上

を
達

成
し

た
か

6
9
.
2

3
0

6
8.

5

実
施

状
況

（
4
0）

効
果

的
に

実
施

さ
れ

た
か

－
－

－

収
支

率
（

2
0）

収
入

を
確

保
で

き
て

い
る

か
5
9
.
8

2
0

6
4.

6

乗
車

人
員

（
2
0）

乗
車

人
員

の
実

績
は

計
画

を
上

回
っ

た
か

実
績

1
2
2
,
7
8
8

1
5

1
21
,
2
78

計
画

1
2
1
,
2
7
8

1
28
,
9
46

幹
線

性
・

広
域

性
（

20
）

幹
線

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
か

－
－

－

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0）

他
の

系
統

と
乗

換
可

能
な

ア
ク

セ
ス

拠
点
（

バ
ス

停
数

）
は

あ
る

か
（

詳
細
別

記
）

拠
点

1
7

1

乗
継

バ
ス

停
5

5

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0）

市
町

（
Ｈ

1
3.

3
.3

1現
在

の
市

町
）

跨
ぎ

の
移

動
は

さ
れ

て
い

る
か

4
4
.
0

8
2
6.

5

補
助

基
準

40
評

価
指

標
Ａ
：
幹
線
と
し

て
優

れ
た
役
割
を
果
た
し
て
い
る

実
施

状
況

35

A
Ｂ
：
幹
線
と
し

て
適

し
た
運
行
と
な
っ
て
い
る

幹
線

性
・

広
域

性
15

Ｃ
：
改
善
に
努

力
を

要
す
る

合
計

90
Ｄ
：
見
直
し
の

検
討

を
要
す
る

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

項
目

内
容

主
な

運
行

目
的

沼
津

市
の

内
浦

・
三

津
地

区
か

ら
伊

豆
の

国
市

の
伊

豆
長

岡
駅

を
結

び
2市

を
跨

い
で

運
行

し
て

お
り

沼
津

市
内

の
沿

線
に

は
、

伊
豆

・
三

津
シ

ー
パ

ラ
ダ

イ
ス

を
は

じ
め

、
内

浦
・

三
津

地
区

に
複

数
の

観
光

・
宿

泊
施

設
が

あ
り

、
生

活
利

用
の

他
、

観
光

客
の

利
用

も
ご

ざ
い

ま
す

。
な

お
、

伊
豆

の
国

市
内

の
沿

線
に

は
、

伊
豆

長
岡

温
泉

・
順

天
堂

大
学

病
院

・
伊

豆
の

国
市

役
所

等
、

観
光

・
宿

泊
施

設
、

病
院

、
公

共
施

設
が

点
在

し
て

お
り

、
観

光
利

用
も

一
定

程
度

あ
る

も
の

の
、

多
く

は
通

勤
・

通
学

・
通

院
等

の
生

活
交

通
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

（
拠

点
）

【
駅

】
伊

豆
長

岡
駅

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

【
バ

ス
停

留
所

】
温

泉
駅

・
長

岡
総

合
会

館
前

・
宗

徳
寺

前
・

三
津

郵
便

局
・

伊
豆

三
津

シ
ー

パ
ラ

ダ
イ

ス

費
用

削
減

策

◆
ア

イ
ド

リ
ン

グ
ス

ト
ッ

プ
強

化
。

◆
有

償
・

無
償

に
係

わ
ら

ず
事

故
の

削
減

強
化

。
◆

ダ
イ

ヤ
数

の
縮

小
に

と
も

な
う

減
車

公
共

施
設

・
拠

点
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
状

況

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
00

ｍ
以

内
に

存
在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

長
岡

南
小

学
校

・
順

天
堂

大
学

病
院

・
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

長
岡

店
・

伊
豆

の
国

市
役

所
・

長
岡

総
合

会
館

・
内

浦
地

区
セ

ン
タ

ー

項
目

内
容

増
収

策

◆
企

画
乗

車
券

の
モ

バ
イ

ル
化

◆
GT

F
S‐

RT
を

Go
og

l
eマ

ッ
プ

へ
反

映
◆

バ
ス

ロ
ケ

機
能

拡
張

(
マ

ッ
プ

上
で

バ
ス

の
位

置
を

表
示

)

ー34ー



１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/
日

回
/日

人
/
日

人
/日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

伊
豆
箱
根
バ

ス
株
式
会
社

沼
津
静
浦
長
岡
線

沼
津

駅
長

塚
・

長
岡

湯
本

伊
豆

長
岡
駅

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

（
静
岡

県
様
式

１
）

地
域
間

幹
線
系

統
　
事
業
評

価
シ
ー
ト

事
業

者
名

系
統

名
起
点

主
な
経

由
地

終
点

1
6
.
0

沼
津
市

伊
豆
の

国
市

項
目

評
価
の

ポ
イ

ン
ト

実
績

評
価

点
数

（
参

考
）

前
年

度
実

績

補
助

基
準

（
4
0
）

国
庫

補
助
基

準
を

満
た

し
た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0
）

運
行

回
数
３

回
/
日

以
上

を
確

保
し

た
か

2
1
.
9

1
0

2
2
.
5

輸
送

量
（

3
0
）

実
績

輸
送
量

1
5
人

/
日
以

上
を

達
成

し
た

か
13
5
.
7

3
0

1
3
5
.
0

実
施

状
況

（
4
0
）

効
果

的
に
実

施
さ

れ
た

か
－

－
－

収
支

率
（

2
0
）

収
入

を
確
保

で
き

て
い

る
か

7
0
.
7

2
0

7
4
.
3

乗
車

人
員

（
2
0
）

乗
車

人
員
の

実
績

は
計

画
を
上

回
っ

た
か

実
績

3
6
5
,0
6
7

6
3
6
9
,
1
0
0

計
画

3
6
9
,1
0
0

4
0
5
,
8
5
0

幹
線

性
・

広
域

性
（

2
0
）

幹
線

と
し
て

の
役

割
を

果
た
し

た
か

－
－

－

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0
）

他
の

系
統
と

乗
換

可
能

な
ア
ク

セ
ス

拠
点

（
バ

ス
停

数
）

は
あ
る

か
（

詳
細

別
記

）

拠
点

2
7

2

乗
継
バ

ス
停

3
3

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0
）

市
町

（
Ｈ
1
3
.
3
.
3
1
現
在

の
市

町
）

跨
ぎ

の
移

動
は

さ
れ
て

い
る

か
1
7
.
2

5
1
5
.
0

補
助

基
準

4
0

評
価

指
標

Ａ
：

幹
線
と

し
て
優

れ
た

役
割

を
果
た

し
て
い

る

実
施

状
況

2
6

B
Ｂ
：

幹
線
と

し
て
適

し
た

運
行

と
な
っ

て
い
る

幹
線
性

・
広

域
性

1
2

Ｃ
：

改
善
に

努
力
を

要
す

る

合
計

7
8

Ｄ
：

見
直
し

の
検
討

を
要

す
る

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

項
目

内
容

主
な
運

行
目

的

沼
津

市
内

の
沿
線

に
は

、
沼

津
市

役
所
・

沼
津

市
総

合
体

育
館
・

沼
津

簡
易

裁
判

所
を

は
じ

め
、

国
道

4
1
4
号

線
沿

い
を

運
行

し
て

い
る
こ

と
か

ら
、

商
業
施

設
や

静
浦

小
中

一
貫

校
な

ど
が

点
在

し
て

お
り
、

通
勤

通
学
・

買
い

物
等

の
地

元
住
民

の
生

活
路

線
と

し
て
、

主
に

J
R
沼

津
駅

ま
で

の
移

動
手

段
と

し
て

の
利

用
が
多

く
見

受
け

ら
れ

ま
す
。

伊
豆

の
国

市
内

の
沿
線

に
は

、
長

岡
中

学
校

・
長

岡
南

小
学

校
・

伊
豆

長
岡
温

泉
・

順
天

堂
大

学
病
院

等
、

長
岡

地
区

の
主
要

施
設

が
点

在
し

て
お

り
、

観
光

利
用

も
一

定
程

度
あ
り

ま
す

が
、

多
く

は
通
勤

・
通

学
を

は
じ

め
順
天

堂
大

学
病

院
へ

の
通

院
や

伊
豆

長
岡

駅
ま

で
の

移
動
手

段
に

ご
利

用
さ

れ
て
お

り
ま

す
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

（
拠

点
）

【
駅

】
J
R
沼

津
駅

・
伊

豆
長

岡
駅

（
乗

継
ぎ

バ
ス
停

）

【
バ

ス
停

留
所
】

大
手

町
・

口
野

口
・
温

泉
駅

費
用
削

減
策

◆
ア

イ
ド

リ
ン
グ

ス
ト

ッ
プ

強
化

。
◆
有

償
・

無
償
に

係
わ

ら
ず

事
故

の
削
減

強
化

。
◆
ダ

イ
ヤ

数
の
縮

小
に

と
も

な
う

減
車

公
共

施
設

・
拠
点

施
設

と
の

ア
ク

セ
ス

状
況

（
バ

ス
停

か
ら
半

径
5
0
0
ｍ

以
内
に

存
在

す
る

主
な
公

共
・

拠
点

施
設

）

沼
津

市
役

所
・
沼

津
市

民
文

化
セ

ン
タ
ー

・
沼

津
総

合
体

育
館
・

沼
津

簡
易

裁
判

所
・

志
下

公
会

堂
・

静
浦

地
区

セ
ン
タ

ー
・

江
の

浦
中

央
公
民

館
・

多
比

公
民

館
・
長

岡
総

合
会

館
・

沼
津

御
用

邸
・

順
天

堂
大

学
静

岡
病
院

・
長

岡
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
病

院
・

慈
広
会

記
念

病
院

・
瀬

尾
記

念
病

院
・

静
浦

小
中

一
貫

校
・
沼

津
第

四
小

学
校

・
沼
津

第
三

小
学

校
・

長
岡
中

学
校

・
長

岡
南

小
学

校
・

マ
ミ

ー
沼

津
三

園
店

・
ジ
ョ

イ
ラ

ン
ド

香
貫

・
ジ
ャ

ン
ボ

エ
ン

チ
ョ

ー
沼
津

店
・

マ
ッ

ク
ス

バ
リ

ュ
伊

豆
長

岡
店

項
目

内
容

増
収

策

◆
企

画
乗

車
券
の

モ
バ

イ
ル

化
◆
G
T
F
S
‐

R
T
を
G
o
o
g
l
e
マ
ッ

プ
へ

反
映

◆
バ

ス
ロ

ケ
機
能

拡
張

(
マ

ッ
プ
上

で
バ

ス
の

位
置
を

表
示

)
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１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/日

回
/
日

人
/日

人
/
日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

B
実

施
状

況
2
3

Ｂ
：

幹
線

と
し
て

適
し

た
運

行
と

な
っ

て
い

る

幹
線

性
・

広
域

性
1
5

Ｃ
：

改
善

に
努
力

を
要

す
る

合
計

7
8

Ｄ
：

見
直

し
の
検

討
を

要
す

る

4
0

評
価

指
標

Ａ
：

幹
線

と
し
て

優
れ

た
役

割
を

果
た

し
て

い
る

幹
線

性
・

広
域

性
（

2
0
）

幹
線

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
か

－
－

－

拠
点

1
1

乗
継

バ
ス

停
5

5

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0
）

他
の

系
統

と
乗

換
可

能
な

ア
ク

セ
ス

拠
点

（
バ

ス
停

数
）

は
あ

る
か

（
詳

細
別

記
）

7

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0
）

市
町

（
Ｈ

1
3
.
3
.
3
1
現

在
の

市
町

）
跨

ぎ
の

移
動

は
さ

れ
て

い
る

か
3
2
.
6

8
3
4
.
1

補
助

基
準

収
支

率
（

2
0
）

収
入

を
確

保
で

き
て

い
る

か
5
2
.
4

2
0

8
0
.
4

実
績

5
5,
3
9
1

7
8
,
2
2
4

計
画

7
8,
2
2
4

2
8
,
9
1
5

乗
車

人
員

（
2
0
）

乗
車

人
員

の
実

績
は

計
画

を
上

回
っ

た
か

3

輸
送

量
（

3
0
）

実
績

輸
送

量
1
5
人

/
日

以
上

を
達

成
し

た
か

2
5
.
5

3
0

3
7
.
8

実
施

状
況

（
4
0
）

効
果

的
に

実
施

さ
れ

た
か

－
－

－

補
助

基
準

（
4
0
）

国
庫

補
助

基
準

を
満

た
し

た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0
）

運
行

回
数

３
回

/
日

以
上

を
確

保
し

た
か

7
.
0

1
0

6
.
9

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

2
5
.
1

伊
豆

市
沼

津
市

項
目

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
実

績
評

価
点

数
（
参

考
）

前
年

度
実

績

（
静

岡
県

様
式

１
）

地
域

間
幹

線
系

統
　

事
業

評
価

シ
ー

ト

事
業

者
名

系
統

名
起

点
主

な
経

由
地

終
点

株
式

会
社

東
海

バ
ス

戸
田
線

修
善

寺
駅

虹
の

郷
戸

田

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

増
収

策

1
.

利
用

者
の

利
用

実
態

に
即

し
た

、
平

日
型

通
学

定
期

券
の

発
売

を
引

続
き

実
施

し
て

い
る

。
2
.

時
刻

表
を

市
役

所
等

で
配

布
し

て
い

る
他

、
新

聞
折

込
等

に
よ

り
各

戸
へ

配
布

し
て

い
る

。
3
.

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

掲
出

に
よ

り
、

鉄
道

と
の

乗
り

継
ぎ

時
刻

が
検

索
で

き
る

よ
う

に
な
っ

て
い

る
。

4
.

高
齢

者
定

期
券

（
伊

東
地

区
：

ゆ
う

ゆ
う

パ
ス

、
中

伊
豆

地
区

：
い

き
い

き
パ

ス
、

沼
津

地
区
：

楽
々

パ
ス
）

を
引

続
き

発
売

し
、

高
齢

者
の

利
用

促
進

及
び

高
齢

者
福

祉
を

図
っ

て
い

る
。

5
.

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
バ

ス
の

接
近

情
報

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
表

示
で
き

る
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

、
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

6
.

修
善

寺
駅

に
お

い
て

、
デ

ジ
タ

ル
サ

イ
ネ

ー
ジ

を
設

置
し

、
時

刻
案

内
等

を
行

っ
て

い
る

。
7
.

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
多

言
語

対
応

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
客

の
利

便
性

向
上

を
図
っ

て
い

る
。

8
.

乗
車

券
販

売
窓

口
（

一
部

除
く

）
に

お
い

て
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

お
よ

び
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

決
済
サ

ー
ビ

ス
の

取
り

扱
い

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
利

便
性

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
9
.

小
田

急
の

進
め

る
「

M
a
a
S
」
に

参
画

し
、

デ
ジ

タ
ル

フ
リ

ー
パ

ス
の

取
り

扱
い

等
に

よ
り

利
便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

1
0
.

交
通

系
Ｉ
Ｃ

カ
ー

ド
の

導
入

に
よ

り
、

利
便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

1
2
.

引
き

続
き
、

バ
ス

停
デ

ザ
イ

ン
の

統
一

化
に
取

り
組

み
、

バ
ス

停
コ

ー
ド

を
付

与
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

「
わ

か
り

や
い

バ
ス

」
を

推
進

す
る

。
1
3
．

2
0
2
3
年
1
2
月

に
運
賃

改
定

を
実

施
。

費
用

削
減

策
1
.

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

(
省

燃
費

運
転

)
を

継
続

し
て

取
り

組
み

経
費

抑
制

に
努

め
て

い
る

。
2
.

乗
務

員
の

運
転

技
術

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
バ

ス
車

両
修

繕
費

の
抑

制
を

図
っ

て
い

る
。

項
目

内
容

（
拠

点
）

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

に
存

在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

項
目

内
容

伊
豆

箱
根

鉄
道

線
修

善
寺

駅

湯
川

橋
、

修
善

寺
イ

ン
タ

ー
、

修
善

寺
温

泉
、

ニ
ュ

ー
タ

ウ
ン

入
口

、
戸

田

公
共

施
設

・
拠

点
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
状

況

伊
豆

総
合

高
校

、
戸

田
中

学
校

、
戸

田
小

学
校

、
伊

豆
赤

十
字

病
院

、
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

修
善

寺
駅

前
店

、
伊

豆
箱

根
鉄

道
修

善
寺

駅
、

伊
豆

市
役

所
、

修
善

寺
総

合
会

館
、

沼
津

市
戸

田
市

民
窓

口
、

く
る

ら
戸

田

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

主
な

運
行

目
的

修
善

寺
駅

と
鉄

道
の

な
い

戸
田

地
区

を
結

ぶ
重

要
な

路
線

で
あ

り
、

ま
た

、
戸

田
か

ら
は

土
肥

温
泉
あ

る
い

は
井

田
方

面
へ

乗
り

換
え

る
こ

と
が

で
き

る
幹

線
系

統
と

な
っ

て
お

り
、

高
齢

化
率

の
高

い
戸

田
地

区
に
お

い
て

の
地

域
住

民
の

足
の

確
保

が
目

的
と

な
っ

て
い

る
。

伊
豆

市
と

沼
津

市
の

境
と

な
る

「
戸

田
峠

」
を

越
え

る
利

用
は

、
全

体
の

4
割

程
度
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

う
ち

通
勤

、
通

学
、

通
院

等
を

目
的

と
し

た
地

元
客

が
９

割
以

上
を

占
め

て
い

る
。

ま
た

、
戸

田
峠

を
越
え

な
い

短
距

離
利

用
客

の
内

訳
は

、
修

善
寺

温
泉

や
虹

の
郷

へ
行

く
観

光
利

用
が

多
く

、
通

院
等

の
利

用
は

比
較
的

少
な

い
。

ー36ー



１
　

系
統

の
概

要 k
m

２
　

評
価

結
果

回
/日

回
/
日

人
/日

人
/
日

％
％

人
人

人
人

箇
所

箇
所

箇
所

箇
所

％
％

/
4
0

/
4
0

/
2
0

/
1
0
0

A
実

施
状

況
4
0

Ｂ
：

幹
線

と
し
て

適
し

た
運

行
と

な
っ

て
い

る

幹
線

性
・

広
域

性
2
0

Ｃ
：

改
善

に
努
力

を
要

す
る

合
計

1
0
0

Ｄ
：

見
直

し
の
検

討
を

要
す

る

4
0

評
価

指
標

Ａ
：

幹
線

と
し
て

優
れ

た
役

割
を

果
た

し
て

い
る

幹
線

性
・

広
域

性
（

2
0
）

幹
線

と
し

て
の

役
割

を
果

た
し

た
か

－
－

－

拠
点

3
3

乗
継

バ
ス

停
7

7

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

（
1
0
）

他
の

系
統

と
乗

換
可

能
な

ア
ク

セ
ス

拠
点

（
バ

ス
停

数
）

は
あ

る
か

（
詳

細
別

記
）

1
0

広
域

ト
リ

ッ
プ

状
況

（
1
0
）

市
町

（
Ｈ

1
3
.
3
.
3
1
現

在
の

市
町

）
跨

ぎ
の

移
動

は
さ

れ
て

い
る

か
7
9
.
8

1
0

8
1
.
1

補
助

基
準

収
支

率
（

2
0
）

収
入

を
確

保
で

き
て

い
る

か
10
0
.
1

2
0

9
3
.
3

実
績

1
8
3
,3
5
6

1
6
2
,
9
8
6

計
画

1
6
2
,9
8
6

1
7
4
,
2
1
1

乗
車

人
員

（
2
0
）

乗
車

人
員

の
実

績
は

計
画

を
上

回
っ

た
か

2
0

輸
送

量
（

3
0
）

実
績

輸
送

量
1
5
人

/
日

以
上

を
達

成
し

た
か

8
0
.
4

3
0

7
2
.
0

実
施

状
況

（
4
0
）

効
果

的
に

実
施

さ
れ

た
か

－
－

－

補
助

基
準

（
4
0
）

国
庫

補
助

基
準

を
満

た
し

た
か

－
－

－

運
行

回
数

（
1
0
）

運
行

回
数

３
回

/
日

以
上

を
確

保
し

た
か

1
4
.
1

1
0

1
5
.
1

系
統

キ
ロ

程
関

係
市

町

1
0
.
4

沼
津

市
清

水
町

三
島

市

項
目

評
価

の
ポ

イ
ン

ト
実

績
評

価
点

数
（
参

考
）

前
年

度
実

績

（
静

岡
県

様
式

１
）

地
域

間
幹

線
系

統
　

事
業

評
価

シ
ー

ト

事
業

者
名

系
統

名
起

点
主

な
経

由
地

終
点

株
式

会
社

東
海

バ
ス

柿
田
線

沼
津

駅
柿

田
三

島
駅

３
　

説
明

事
項

４
　

事
業

者
の

取
組

増
収

策

1
.

利
用

者
の

利
用

実
態

に
即

し
た

、
平

日
型

通
学

定
期

券
の

発
売

を
引

続
き

実
施

し
て

い
る

。
2
.

時
刻

表
を

市
役

所
等

で
配

布
し

て
い

る
他

、
新

聞
折

込
等

に
よ

り
各

戸
へ

配
布

し
て

い
る

。
3
.

時
刻

表
検

索
サ

イ
ト

へ
の

掲
出

に
よ

り
、

鉄
道

と
の

乗
り

継
ぎ

時
刻

が
検

索
で

き
る

よ
う

に
な
っ

て
い

る
。

4
.

高
齢

者
定

期
券

（
伊

東
地

区
：

ゆ
う

ゆ
う

パ
ス

、
中

伊
豆

地
区

：
い

き
い

き
パ

ス
、

沼
津

地
区
：

楽
々

パ
ス
）

を
引

続
き

発
売

し
、

高
齢

者
の

利
用

促
進

及
び

高
齢

者
福

祉
を

図
っ

て
い

る
。

5
.

バ
ス

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
バ

ス
の

接
近

情
報

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
表

示
で
き

る
サ

ー
ビ

ス
に

よ
り

、
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

6
.

三
島

駅
に

お
い

て
、

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
を

設
置

し
、

時
刻

案
内

等
を

行
っ

て
い

る
。

7
.

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
多

言
語

対
応

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
客

の
利

便
性

向
上

を
図
っ

て
い

る
。

8
.

乗
車

券
販

売
窓

口
（

一
部

除
く

）
に

お
い

て
、

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

お
よ

び
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

決
済
サ

ー
ビ

ス
の

取
り

扱
い

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
利

便
性

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
9
.

小
田

急
の

進
め

る
「

M
a
a
S
」
に

参
画

し
、

デ
ジ

タ
ル

フ
リ

ー
パ

ス
の

取
り

扱
い

等
に

よ
り

利
便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

1
0
.

交
通

系
Ｉ
Ｃ

カ
ー

ド
の

導
入

に
よ

り
、

利
便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

1
2
.

引
き

続
き
、

バ
ス

停
デ

ザ
イ

ン
の

統
一

化
に
取

り
組

み
、

バ
ス

停
コ

ー
ド

を
付

与
す

る
こ

と
等

に
よ

り
、

「
わ

か
り

や
い

バ
ス

」
を

推
進

す
る

。
1
3
．

2
0
2
3
年
1
2
月

に
運
賃

改
定

を
実

施
。

費
用

削
減

策
1
.

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

(
省

燃
費

運
転

)
を

継
続

し
て

取
り

組
み

経
費

抑
制

に
努

め
て

い
る

。
2
.

乗
務

員
の

運
転

技
術

の
向

上
に

努
め

る
こ

と
に

よ
り

、
バ

ス
車

両
修

繕
費

の
抑

制
を

図
っ

て
い

る
。

項
目

内
容

（
拠

点
）

（
乗

継
ぎ

バ
ス

停
）

（
バ

ス
停

か
ら

半
径

5
0
0
ｍ

以
内

に
存

在
す

る
主

な
公

共
・

拠
点

施
設

）

項
目

内
容

Ｊ
Ｒ

沼
津

駅
、

Ｊ
Ｒ

三
島

駅
、

伊
豆

箱
根

鉄
道

線
三

島
広

小
路

駅

大
手

町
、

八
幡

西
、

対
面

石
入

口
、

静
岡

医
療

セ
ン

タ
ー

、
堂

庭
、

千
貫

樋
、

本
町

公
共

施
設

・
拠

点
施

設
と

の
ア

ク
セ

ス
状

況

大
岡

南
小

学
校

、
清

水
町

立
西

小
学

校
、

三
島

市
立

西
小

学
校

、
清

水
中

学
校

、
静

岡
医

療
セ

ン
タ

ー
、

き
せ

が
わ

病
院

、
岡

村
記

念
病

院
、

三
島

中
央

病
院

、
サ

ン
ト

ム
ー

ン
柿

田
川

、
ド

ン
・

キ
ホ

ー
テ

沼
津

店
、

ス
ポ

ー
ピ

ア
シ

ラ
ト

リ
沼

津
店

、
西

友
沼

津
店

、
マ

ッ
ク

ス
バ

リ
ュ

エ
ク

ス
プ

レ
ス

三
島

本
町

店
、

清
水

町
役

場
、

三
島

市
民

文
化

会
館

、
三

島
市

立
社

会
福

祉
会

館
、

清
水

町
地

域
交

流
セ

ン
タ

ー
、

沼
津

警
察

署
、

清
水

町
消

防
署

、
沼

津
駅

、
三

島
駅

、
三

島
広

小
路

駅

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
成

の
詳

細

主
な

運
行

目
的

鉄
道

駅
の

な
い

清
水

町
か

ら
、

地
域

の
中

心
駅

で
あ

る
「

沼
津

駅
」

や
新

幹
線

も
停

車
す

る
「

三
島
駅

」
の

ど
ち

ら
に

も
ア

ク
セ

ス
し

て
い

る
系

統
で

あ
り

、
町

民
の

通
勤

、
通

学
、

通
院

、
買

い
物

等
の

利
用

だ
け
で

な
く

、
町

外
か

ら
上

述
の

静
岡

医
療

セ
ン

タ
ー

へ
の

通
院

や
大

型
商

業
施

設
「

サ
ン

ト
ム

ー
ン

柿
田

川
」

で
の
買

い
物

、
あ

る
い

は
柿

田
川

湧
水

公
園

へ
の

観
光

等
の

利
用

も
多

い
路

線
で

す
。

市
町

を
跨

ぐ
利

用
が

多
く

、
全
体

の
８

割
程

度
と

な
っ

て
い

ま
す

。
沼
津

駅
～

対
面

石
入

口
、

堂
庭

～
三

島
駅

間
は

、
他

系
統

の
運

行
も

あ
り

ま
す

が
、

対
面

石
入

口
～
堂

庭
間

は
ほ

ぼ
単

独
路

線
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
清

水
町

内
を

運
行

す
る

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

バ
ス

「
清

水
町
循

環
バ

ス
」

と
も

競
合

す
る

区
間

が
あ

り
ま

す
が

、
町

内
は

循
環

バ
ス

、
町

外
へ

は
柿

田
線

と
い

っ
た

住
み

分
け
が

出
来

て
お

り
ま

す
。
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（記載要領）
1
2

（静岡県様式２）

地域間幹線系統に対する市町取組方針報告書

市町名 沼津市

対象系統

Ｄ

市町の取組
【共通】
・バス路線図(沼津市公共交通deおでかけマップ)を沿線付近の公共施設や市内外の観光案内所のほか、主に駅周辺の宿泊施設に
配架。
・転入手続きの際に転入者に対し、バス路線図（沼津市公共交通deおでかけマップ）を配布。
・沼津駅南口のデジタルサイネージにおいて、沼津駅発の路線バスの情報を集約し、使いやすさの向上に努めた。
・沿線付近の小学校においてバスの乗り方教室を実施した。
・バスに親しみや興味を持ってもらうことで利用促進を図るため、バスの日にちなんだバス車庫の見学会を実施した。
・免許返納を見越した高齢者向けのパンフレットを作成するとともに、高齢者向けのバスの乗り方教室を実施した。

【原線】
・利便増進実施計画を策定し、令和４年４月１日から幹線である原線を軸とした路線の再編を行い、地域内フィーダー系統であ
るららぽーと・原団地・原駅線、片浜・柳沢線に乗り継ぐ場合の乗継割引を実施した。
・片浜駅南口にデジタルサイネージを設置し、ららぽーと・原団地・原駅線、片浜・柳沢線の出発時刻をわかりやすく表示し、
乗り継ぎしやすさの向上に努めた。

今後の方針（市町の意向等）

評価
指標

Ａ がんセンター線、沼津大岡三島線、長岡伊豆三津シーパラダイス線、柿田線

Ｂ 原線、沼津静浦長岡線、戸田線

Ｃ

「今後の方針（市町の意向等）」は、当該系統をどのように維持していくか、簡潔に記載してくださ
い。なお、輸送量が20人/日未満（特に評価指標がＣまたはＤの系統）については、国及び県の補助要
件（輸送量15人/日等）を満たさなくなり、今後補助を受けられなくなるおそれがあるため、より具体
的な取組や市町の意向を記載してください。

ＡまたはＢ

いずれの路線も一定の利用があり、引き続き国・県の補助を活用するととも
に、上記取組を継続し利用促進を図ることで路線維持に努める。
いずれの路線も利用者は減少傾向にあることから、補助要件を満たすことがで
きるよう、運行事業者と密に連携を取り、利用実態を注視する。

ＣまたはＤ

「市町の取組」は、評価期間に実施した利用促進策等の取組を記載してください。

評価
指標
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